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１．はじめに  

筆者らはこれまでに，電力を用いて平常時から災害時，さ

らには復旧・復興過程に至る地域特性を，継続的かつリアル

タイムに評価する手法を提案してきた．そして，時刻単位の

電力供給量の変動に着目すると，地震直後から精度高い被

害評価が可能となることを，我が国で近年発生した被害地震

を対象に示した．さらに本提案手法を用いることで，地震直

後の建物被害のみならず人間活動や地域活動の定量的な

評価が可能なことを証明した１）．これらが可能となる背景には,

保存が困難で，供給と消費が同時であるという電力の性質が

ある．電力供給量は地域の人々の様々な活動をリアルタイム

に反映する．災害時の人々の活動は災害状況の影響を強く

受けるので，発災後の電力供給量は被害状況を強く反映し

たものとなり，結果的に電力供給量の変動から災害状況が評

価できる．そこで本研究では，２００４年１０月２３日に発生した

新潟県中越地震について本手法を適用し，その有効性を検

証する．本稿では，その最初のステップとして，２００４年１０月

９日（土）から１１月２７日（土）までの新潟県全域の配電用変

電所時刻歴供給データを用いて新潟県中越地震における

電力需要の特徴について検討する． 

２．新潟県中越地震の概要  

２００４年１０月２３日午後５時５６分，新潟県中越地震が発

生した（図１）．新潟県中越地震の特徴の１つは，余震活動

が極めて活発であったことである．図２は，地震発生からの

経過日数と有感地震回数の関係について，兵庫県南部地震

と新潟県中越地震について比較をしたものであるが，いかに

余震が多かったかがわかる．図３は，避難者が多かった長岡

市，小千谷市，十日町市，川口町の避難者数と避難所数の

推移を示したものである．地震直後から全世帯に対して避難

勧告が発令されていた十日町市や川口町では，学校再開と

避難者数には関係は見られなかったが，避難勧告解除が避

難者減少に大きく影響していることがわかる． 

３．地震前後１週間の電力供給量の推移 

図４は，各配電エリアを震度別に分類して集計し，横軸に

経過日数，縦軸に地震前後１週間の電力供給量を取ったも

のである．１０月中旬から１１月にかけては一年間でも気温変

化による需要変化が小さい，比較的安定している時期である．

従って，地震発生前週の電力供給量と地震発生週の電力供

給量を比較し，地震による電力供給量への影響について検

討する． 

震度７，６強のエリアでは，地震による被害の影響から需要 

は大きく落ち込んでいる．なお，供給地域の中には停電エリ

アが含まれていることに留意する必要がある．地震発生から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 新潟県中越地震における避難者数， 

  避難勧告者数と避難所数の推移３） 
５，６日後の需要は，いわゆる住宅タイプ 4)の需要特性が表

れており，工場や店舗等の営業タイプの需要家が地震によ

る被害やライフラインの途絶の影響を受けて操業できなかっ

たためと考えられる．震度６弱のエリアでも地震発生２日後に

住宅タイプの特徴が見られ，３日後以降には営業タイプの特

徴が現れる．これは，地震発生から３日後になって，工場や

店舗が営業を再開することができたためと考えられる．震度５

弱のエリアでは，地震発生当日の夜には平常時の電力供給

量まで回復している．震度４のエリアでは，地震発生の影響

はほとんど見られなかった． 
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図１ 新潟県中越地震の震度分布と配電エリア２） 
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図２ 新潟県中越地震における有感地震回数 
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４．余震による電力供給量への影響の検討 

１０月２７日（水）の１０時４０分に最大震度６弱の余震が発

生した．その余震が電力供給量に与えた影響について検討

した．図４の震度６弱，５強のエリアを見ると，余震発生後の

電力供給量が余震発生前に比べ大きく落ち込んでおり，余

震の影響が見られる．震度５弱，４のエリアでは，余震の影響

は見られない．震度７，６強のエリアでは，元々電力供給量

が低下しているので，余震による落ち込みは小さい．  

５．避難勧告解除による電力供給量への影響の検討 

 図５は，十日町（変）の地震発生前週，発生週，翌週の時

刻歴電力供給量と，東小千谷（変）の地震発生前週，翌々週，

第３週の時刻歴電力供給量である．十日町（変）は十日町市

の一部，東小千谷（変）は川口町，山古志村のほぼ全域と小

千谷市の一部を含んでいる． 

十日町市では１０月３１日（日）に，川口町では１１月１６日

（火）に避難勧告解除が発令された．しかしながら，避難勧告

解除による電力需要の急激な変動は見られなかった． 

６．ピーク電力の回復傾向の検討 

電力の安定供給は電力会社にとって最も基本的な使命な

ので，ピーク需要の予測が重要である．そのため地震後のピ

ーク需要の変化を精度高く予測できることは，効率の良い復

旧計画を立てる上でポイントになる．図６は，横軸に地震発

生後の経過日数，縦軸にピーク電力供給比を取り，ピーク電

力の推移を示している．ピーク電力供給比とは，分子に地震

発生後の各週各曜日のピーク電力供給量，分母に地震が発

生しなければ発生したであろう電力供給量（今回は，地震発

生前週の各曜日のピーク電力供給量としている）である．震

度７，６強のエリアでは地震発生１週間後に平常時の約 50％，

２週間後に約70％，１ヶ月後に約90％，震度６弱エリアでは３

日後に70％，１週間後に約90％，震度５強エリアでは地震発

生から２日後に約 70％，３日後に約 90％，震度５弱エリアで

は地震発生当日の深夜から未明にかけてそれぞれ供給量

が回復していることがわかった． 

７．おわりに 

 今後は，著者らが提案する電力を用いた被害把握手法の

有効性の検証および地域の被災度に応じた電力需要予測

モデルの構築に向けた検討を行う予定である． 
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図４ 震度別に集計した地震前後1週間の 

電力供給量の推移 
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図５ 避難勧告解除が電力供給量に与える影響 
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図６ 震度別に見たピーク電力の回復傾向 
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